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第 2 集 刊 行 に あ た っ て 

 

ここに、『教育を考える一言』第 2 集を刊行します。 

これまで生きてきた人生の中で、「教育」について考えさせてくれてくれたのは、どんな

言葉でしょうか。誰がどこで、誰に向けて語った言葉でしょうか。誰のどんな一言がきっ

かけとなり、教育に関心を持ちはじめ、あるいはまた教師を目指したのでしょうか。本誌

は、そんな素朴な問いを自らに投げかけて、メンバーそれぞれが教育について考えさせら

れた大切な一言を取り上げ、考察した論稿集の第 2 集です。 

執筆者の多くは、筑波大学大学院教育研究科開設科目「学校教育論」（2012 年度）の受

講生を中心とする大学院生です。大学院生と一口に言っても、年齢、教員歴、そして問題

関心や研究テーマも様々です。大学院で学ぶに至った背景も多様でありながら、「学校教育」

について考え、子どもたちを取り巻く環境をよりよくしたいという強い思いにおいて、メ

ンバーに共通するものを感じています。 

第 2 集には、あわせて 26 の論稿を掲載することができました。小学校の時に先生に言

われた言葉、友人の何気ない一言、今だからこそ改めて考えさせられた言葉たち…。それ

ぞれの思いのこもった、力強い論考集になったと思います。 

編集にあたっては、鈴木智里さん、関琴葉さん、藤原清太郎さん、細矢智寛さん、松本正人

さんの 5 人が協力して取り組んで下さいました。第 2 集を刊行できたこと、心より感謝申し

上げます。 

本誌を手にされた皆さんが、ここに集まった言葉に刺激をうけ、教育について考える時

間を持っていただけたら幸いです。ぜひ忌憚のないご意見を頂きまして、メンバー一同の

今後の研究活動に活かしていきたいと存じます。 

本誌を手にとって下さった皆さん、編集担当の 5 人、そして執筆者の皆さん、心からあ

りがとう。 

 

     2012 年 6 月 

       代表     荒川 麻里 
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～編集後記～ 

 

 

ここに、『教育を考える一言』第 2 集を完成することができました。 

この「教育を考える一言」には、教育に関心を持つきっかけとなった一言、教育に対す

る自身の思いを表す一言、教育に対する問題提起となった一言、または生きていくうえで

大切にしたい一言など、さまざまな場面で印象に残った一言と、それに対する思いがたく

さん詰まっています。 

今回、この原稿を執筆するにあたって、改めて「教育とは」という問いに真摯に向き合

い、一人一人が教育に携わる、あるいは教育に関心を持つに至った原点を再確認できたの

ではないでしょうか。それは、教育研究科で本格的に研究を取組むこととなる私達にとっ

て、自分と向き合う良い機会になったのではないでしょうか。これをきっかけに、今後、

各自のテーマに向けて、研究に邁進することと思います。 

「学校教育論」担当の荒川先生、ＴＡのスヴィトラナさんには、原稿の書き方や編集な

どで、大変お世話になりました。 

最後に、この「教育を考える一言」を手に取った方々にとって「教育を考えるきっかけ」、

「教育を目指した自分の再確認」となれば嬉しく思います。そして、教育に携わる同志と

して、今後の教育を共に担っていくことができれば幸いです。 
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